
勝浦市地域おこし協力隊員（観光地再生戦略推進業務）募集要項

少子高齢化や人口減少による地域活力の低下や、集落のコミュニティとしての機

能低下などが懸念されるなか、地域外からの人材や新たな発想・能力を誘致し、観

光地再生戦略の推進により、定住を含む交流人口の増加による地域の活性化を図る

とともに、誘致した隊員の定住・定着を図るため、以下のとおり「地域おこし協力

隊員」を募集する。

１．募集人数

地域おこし協力隊員 ２名

２．募集条件

以下のすべての項目に該当する者を対象とする。

（１）年齢不問

（２）性別不問

（３）応募時に３大都市圏をはじめとする都市地域に居住していて、隊員として採用

された場合は勝浦市内に居住し住民票を異動すること。家族での居住も可能。採

用される前に既に勝浦市に定住・定着している者（既に住民票の異動が行われて

いる者等） は対象とならない。

（４）地域の活性化に意欲があり、本事業終了後も引き続き本市に定住する意思のあ

る者

（５）普通自動車運転免許を持っていること

（６）パソコン(ワード、エクセルなど)の一般的な操作ができる者

（７）心身ともに健康で誠実に職務ができる者

３．任期

採用の日から最長で３年間

※市との協議により１年単位で２度の更新が可能

４．活動時間、活動日数、休暇日等

（１）活動時間は原則として７時間とする。

（２）活動日数は原則として週５日とする。

（３）隊員の休暇日は、市と協議のうえ決定する。

（４）隊員は、年末年始、忌引など別に定める休暇の原因に対し、報償費の支給を受

けて活動を行わないことができる。

５．報償費等

報償費及び健康保険等の条件は次のとおり。ただし、隊員は市長から委嘱を受け、

その活動の対価として、報償費の支給を受けるものとし、隊員と市との雇用契約は

存在しない。



（１）報償費は月額１６６，０００円とする。（１月間の活動日数が２０日に満たな

い場合は、１日当たり８，３００円の日割り計算により支給するものとする。）

（２）勝浦市との雇用契約は存在しないため、所得税、住民税、国民健康保険税など

の税金、介護保険料、年金保険料などは隊員が納める。

６．隊員の活動

隊員は、地域おこし協力隊として、次に掲げる活動を行う。なお、活動の詳細に

ついては、市と協議のうえ決定する。

（１）朝市活性化に関する活動

勝浦朝市は、約４００年の歴史を誇り、古くから住民の台所として栄えてきた

が、出店者の高齢化や後継者不足などによりかつての賑わいを失いつつある。

一方、勝浦市の貴重な観光資源である勝浦朝市を目的に来訪される観光客も多

いことから、時代のニーズや社会情勢を捉えた未来へ向けた勝浦朝市の活性化

が望まれる。このことから以下の活動を行う。

・勝浦朝市の現状の把握

・効果的な出店者とのコミュニティ醸成（勝浦朝市への出店も可能）

・勝浦朝市の「魅力の発見」「魅力の発表」「魅力の発信」

（２）フィルムコミッションに関する活動

勝浦市では、平成２７年に勝浦ロケーションサービスを設立し、ロケ誘致によ

る地域活性化を図ってきた。設立以降、４年間の実績は４７１件の問合せに対

し、映画・テレビ番組・ＣＭなど２１４件の成立があった。引き続き、海や山

の豊かな自然や東京から近接性を生かしたロケ誘致を継続していく。このこと

から以下の活動を行う。

・既存ロケ地情報の整理・分析や新規ロケ地の発掘に伴う素材の撮影・ＰＲ

・ロケ時の立会いや関係機関等への許可申請及び連絡調整

・勝浦ロケーションサービスの運営

７．隊員の活動等に対する支援

市は、隊員が地域において円滑かつ効果的に活動が実施できるよう、以下に掲げ

る隊員の活動や生活を支援する。なお、市はその支援業務を、その業務の実施が可

能と認められる団体等（支援団体）に委託することができる。

（１）隊員が行う活動に関する指導及び支援

（２）活動拠点となる事務所の確保の支援

（３）隊員が地域で生活するための住居の確保などの支援

（４）隊員が地域に定着するための支援

（５）隊員が行う活動の取組状況、活動の成果等の情報発信

（６）その他



８．活動経費等の負担

以下の活動等の経費については、予算の範囲内において、必要に応じて市または

支援団体が負担する。なお、負担の可否については市及び支援団体と協議のうえ決

定する。

（１）隊員の活動拠点となる事務所の管理に要する通信運搬費等の経費

（２）隊員の活動に要する消耗品等の事務的経費

（３）隊員が活動に使用する自動車等の借上料及び燃料費

（４）隊員が地域おこし協力隊に係る研修プログラムへの参加する場合の負担金及び

それに要する旅費

（５）隊員の地域おこし協力隊としての活動で受けた傷害に対応するための保険料

（６）隊員の活動内容や得られた成果等の情報発信に要する経費

（７）隊員が地域で生活するための住居確保に要する経費（隊員の住居の家賃は月額

５万円を限度とし、超える場合は超過分を隊員が負担する。なお、住居における

光熱水費、通信費は隊員が負担する。）

９．応募方法、審査方法、結果のお知らせ

（１）応募方法

別紙「勝浦市地域おこし協力隊員（観光地再生戦略推進業務）応募用紙」に必

要事項を記入し、活動目標レポート、履歴書、住民票の写し（都市部に居住して

いるかどうかを確認するためのもの）を添付して勝浦市役所観光商工課定住･ビジ

ネス支援係に郵送又は持参。

（２）書類の配布方法

募集要項、応募用紙、活動目標レポート用紙については、勝浦市役所観光商工

課窓口で配布する。また、勝浦市ホームページからもダウンロードにより入手可

能

勝浦市ホームページＵＲＬ

https://www.city.katsuura.lg.jp/forms/info/info.aspx?info_id=43075

（３）審査方法

一次審査として書類審査を行い、二次審査として面接審査を行う。

（４）結果のお知らせ

申込受付期間終了後、概ね１０日程度で面接審査を行うか、不採用かの結果を

通知する。面接審査終了後は、概ね１０日程度で採用か不採用かの結果を通知す

る。

なお、応募に係る経費はすべて応募者の負担とする。

10．申込受付期間

2019 年 9 月 2 日(月)～10 月 31 日(木)

※郵送による場合は、当日必着です。

https://www.city.katsuura.lg.jp/forms/info/info.aspx?info_id=43075


11．応募、問い合わせ先

勝浦市役所 観光商工課定住・ビジネス支援係

〒２９９－５２９２

千葉県勝浦市新官１３４３－１

Tel：０４７０－７３－６６８７

Fax：０４７０－７３－８７８８

Eメール：kankou@city-katsuura.jp


